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令和元年度湯沢市参加・協働のまちづくり

令和２年（2020年）1月1日発行

人材育成セミナー

セミナーでのスナップ

　今年度の湯沢市参加・協働のまちづくり人材育成セミナーでは、湯
沢市まちづくりコーディネーターが新たに３人増えて、計５人の方々
と講師の６人体制でセミナーを運営しました。
　今年は実際のまちなかに出かけて地域の宝物（まちづくりの種）探
しを行い、それをまちづくりにつなげるための学習を行いました。

現場で発想する
まちづくりの楽しさ、 大切さを体感！

  9：00 　オープニング
  9：15　ゆるやかな関係づくりゲーム
  9：35　講義「まちの資源の探し方と活かし方」
10：05　まちあるきガイダンス
10：20　チームの作戦会議
10：30　まちあるき（まちのたからもの探し）
14：00　会場に戻る～休憩
14：15　まとめのワークショップ
15：45　グループ発表
16：10　講座全体のふりかえり~クロージング
16：30　終了

〈当日のプログラム〉
道路を横断する融雪溝
（豪雪地、湯沢ならでは）

小路名とそのいわれを確認 湯沢大堰周辺は見どころいっぱい

お庭の紅葉がとてもきれい

2グループが途中で合流！案内板で基礎情報を確認

まとめた成果物を発表

グループ単位でのまとめ作業

開催日：令和元年 11月 4日（月・振）
会場：湯沢市役所 2階会議室
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企画・編集　有限会社オム・クリエイション（湯沢市より受託）

5人のコーディネーターのふりかえり

寺田  純二さん
　小路にある歴史の移り変わり。普段何気なく車で走っ
ているまちなか。今回、湯沢市役所付近を軸に南コース
をまちあるきしました。改めて見える湯沢の歴史。一緒
に回ったメンバーの中に自分よりも詳しい方がいて「昔、
ここは○○だっだんだよね」と様々教えて頂きました。南
コースの一部は、自分が子どもの頃遊んでいたエリアで、
想い出の場所が更地になっているのが淋しくなりまし
た。また、今回のポイントは、歴史のある小路巡りでした。
生まれて初めて歩いた小路が実は昔県道だったというこ
とに無知さを感じてしまいました。今回のまちあるきで
は自分にとって湯沢市の魅力を再発見することが出来
た貴重な時間となりました。

佐藤  香代子さん
　湯沢市人材育成セミナーに参加して コーディネーター
として初めての活動。当日まで不安ではありましたが、
新潟でのまちあるきを思い出し、マチダスで復習。 当日
は、湯沢市を知り尽くしている方も多く、どうしたら新鮮
な目線でまちあるきをしてもらえるか考えながら歩きま
した。 進行上、コーディネーター同士の役割分担など、ス
ムーズに行えたことも大変良かったと思います。 サポー
トする側としての学びが多く、収穫物が大きいセミナー
でした。

　　　　　　この人材育成セミナーは、いわばまちづくりの入門編ともい
える内容です。そこで私がお伝えしたのは、決して机上のアイディアだけで
まちづくりを進めないようにすることでした。まちづくりを行う前には、必
ずその対象地域を様々な視点を持った人と一緒に歩いて調査し、まちづく
りの種（生かしたい資源や小さな困りごと）を見つけることから始めて行
くことが重要だからです。
　今回は一緒に運営をしてくれた５人のまちづくりコーディネーターが違う
表情を持つ４つのまちあるきエリアを設定してくれましたので、各グループ
は、「水と歴史の流れ」「路地・小路」「隠れた景色」といった素敵なまち
づくり構想を提案してくれました。とてもすばらしい内容だったと思います。
　今後も様々な現場でこの手法を生かしてほしいと願っています。

大滝　聡 （講師）

まちあるきのまとめ方を解説したボード 提案を行う参加者

1班のまとめと提案

2班のまとめと提案 4班のまとめと提案

3班のまとめと提案

総　評

柿﨑　清さん
　昨年度に引き続き二度目の参加でしたが、今年度は
コーディネーターとしての立場での参加で緊張感があり
ました。また、今回はまちづくりの楽しさ・大切さを体感
するための「まちあるき」がメインでしたが、私にとって
は正に自分が生まれ育った地元のまちあるきであったこ
とや、コーディネーターとして参加者の皆さんにどこまで
関わっていけば良いのか、自分の立ち位置に戸惑いを感
じることの多いセミナーで、大変勉強になりました。あり
がとうございました。

阿部  幸樹さん
　今回は「まちあるき」をメインに行いましたが、自分自
身普段目にしている景色でも着眼点を変えたり、他の参
加者の話しを聞きながら見ると全く別のものに見えたり
して、改めて驚きと発見、新たな学びがありました。
　今回は4グループで発表まで行いましたが、これが同
じメンバーでも別のグループ編成だったり、別のメン
バーが入ったりすればもっと別の発想や発見があるかと
思います。今後のセミナーでもたくさんの参加と新しい
メンバーの参加を期待しています。

菅　善徳さん
　紅葉彩る季節、コーディネーターの仲間も５人に増えま
した。事前に皆で話合い役割分担したことで当日もス
ムーズにサポートできたと思います。
　また実感として、まちづくりという視点でまちあるき
をしてみるという事の大切さやそれぞれ違った視点を持
つことで切り口が変わってくるので、アプローチの仕方
も変わるという意味で無限の可能性も感じました。
　今後もこのような視点でのまちあるきを増やしたいと
思います。

今年度の成果

各グループの成果品

五十音順


